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　　　公開講座の修了者数は、平成 24 年度あたりの講座数も多かった時期には 900 名近くいたが、















































































































　　　また、富山市民大学は約 10 回の講座のうち 7回出席した者を修了者としており、以前は修























































































































































（山﨑座長）　生涯学習という言葉が初めて出てきたのは昭和 56 年で、富山県においては昭和 63 年
前後から本格的に取り組まれはじめた。当初から生涯学習分野は教育関連部門だけが持つもの
ではないだろうということで、当時、行政でも市長・首長部局との連携も視野に入れられてい
たかと思う。県では生涯学習部門が首長部局に置かれているところも結構あると聞いており、
今、遠藤学長が言われたことはそのとおりだと思う。
　　　生涯学習というと「いつでも・どこでも・誰でも」というキャッチフレーズがあって、それ
を可能にする学習の場を提供することが生涯学習の振興であると理解していた。本日は学習機
会の提供についてご意見がたくさん出たが、いずれも貴重なご意見だった。今後の生涯学習事
業の円滑な推進と拡充の参考になればと思う。
